
〇子どもとのかかわりを整理することで子どもについて理解が深まる。
〇自分自身を見つめることができる。
〇冷静な視点から普段の取り組みを振り返ることで、今まで気づいていなかったことに光を当てられる。
〇周囲と話をし、理解され労ってもらうことにより、普段の実践に安心感が持てる。

普段の子どもとのかかわり

子どもとのかかわりを振り返ることにより、自分自身を振り返り、子どもの理解や対応の糸口を見出すこと。
さらに、他者と一緒に、個人それぞれの感覚に基づいて（個別）、共感的に話し合いが行われる（受容）。それ
により、振り返りは反省にとどまらず、無理のない次の一歩が開かれていく。

振り返りを通した主体的な教育相談の自主研修

仲間との
協力の充実

自分らしい
かかわりの確認

セルフコンサルテーションとは

〇気になる子どもがいるが、どうかかわるべきかと困っている。
〇普段のかかわりがよいかわからず、自信がもてない。
〇子どもの悪い所ばかりが目についてしまう。
〇子どもについて職員室で話したいが、どう話せばよいかわからず抱え込んでしまう。 etc…

⇒実践の振り返りにより、セルフコンサルテーションを実行！

「教育相談についての普段づかいのワー
クシート」（所要時間 20～30分程度）

（1）自分について：教師自身のチェックリスト

（2）子どもについて：「気になる子ども」の記述シート

「その子のめあてと私のめあて」

（所要時間 40分）

「教育相談についての普段づかいのワークシート」を
用いて「気になる子」について考えるグループワーク

自分たちでできる！実践を振り返る方法

実践の振り返りを通した自分らしいかかわりの気
づきと、無理のない次の一歩の設定

教師の個別性を活かした多面的な子ども理
解と、受容的な仲間づくりの促進

子どもとのかかわりの実践に方針が見出せない状態

子ども・自分自身・教師仲間に開かれる

個別と受容の両立

他者の目を通すことで、自分らしい感
覚と周りと協力していける感覚をもつ

子どもとのいきいきとしたかかわりに！
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